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≪概要≫ 
本活動は、口周りの筋肉を強化する歯科訓練の口腔筋機能療法(MFT:Oral Myofunctional 
Therapy)を管楽器教育に取り入れる効果を研究する。本来MFTは小児の矯正治療のサポー
トや高齢者の誤嚥性肺炎を予防するための訓練だが、管楽器演奏でも口周りの高い筋活動
が認められており、習得が難しい管楽器演奏時の口の形(アンブシュア)の学習をサポートす
る効果が大いに期待できる。台東区の小中学校の吹奏楽部に協力を依頼し、東京医科歯科大
学の指導の下で MFT を楽器練習の準備運動として実施する。訓練効果は専門奏者による官
能評価に加え、高速度カメラによるアンブシュア撮影や演奏音の音響解析なども実施し、
MFTの訓練がアンブシュアの学習に与える影響を科学的に追究する。 
 
≪目的・達成したい成果≫ 
本活動の最も大きな目的は、歯学的知見に基づいた効果的な管楽器指導法を新たに確立さ
せることである。アンブシュアを形成する口周りの筋肉や歯列には個人差があるため指導
が難しく、これまで科学的根拠に基づいた指導法は確立していない。特に多くの子供たちが
管楽器を演奏する学校の吹奏楽部では、専門奏者による定期指導を必ずしも受けられるわ
けではないため、望ましくないアンブシュアを定着させてしまう子供が非常に多い。本活動
では子どもからシニア世代まで誰でも気軽に取り組める MFT のトレーニングを管楽器教
育に組み込むことで、学習環境を問わず簡単に活用できる有効な指導メソードを新たに確
立させ、管楽器指導の質の向上や地域における教育格差の改善に貢献したい。 
 
≪将来の夢・今後の展望≫ 
本活動によって管楽器学習に効果的な MFTのトレーニングを追究し、歯学的知見に基づい
た新たな指導メソードを広く教育現場に発信することを目指している。特に日本では専門
奏者ではない学校の教師などが管楽器指導に携わることも多いため、外見からは構造が分
かりにくいアンブシュアの指導法研究はこのような指導者にとっても大きなメリットとな
る。学ぶ側にも教える側にも分かりやすい学習方式を確立させることで、両者が最もつまづ
きやすいアンブシュア学習をサポートし、管楽器を一生涯の趣味や生きがいのための選択
肢としてもっと身近に感じられるよう尽力したい。 
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